
みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動 
推進協議会だより（平成28年３月号） 

〔第２次ステージ運動スローガン〕 

  高めよう安全意識 加速させよう復旧・復興 達成しようゼロ災害 

 

第5次運動期間（平成28年度・上半期）の取組が決定しました 
 

 ３月15日第4合同庁舎２階会議室において、平成27年度第2回みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推

進協議会が開催され、第５次運動期間（上半期）の取組が決定しました。  
              
                              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       

みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進協議会 

（事務局 宮城労働局労働基準部健康安全課）  

「取組事項」（抜粋）                   ※は、新規・変更項目を示します。 

   （１）ゼロ災運動推進協議会の開催（９月開催予定）  
   （２）安全宣言活動の促進 
        【目標】月目標（55宣言） 年目標（ 631宣言）3年目標（2,000宣言）   
        「ゼロ災運動安全旗」と「のぼり旗掲揚活動」の展開 
   （３）復旧・復興工事ゼロ災大会及びゼロ災表彰の実施（９月６日開催予定） 
   （４）各構成団体との安全衛生パトロールの実施 
  ※（５）見える化「あんぜんプロジェクト」への参加、「見える化事例集」の作成(新規） 
    （６）三大災害防止の強化（5月、２月を強化期間として取組） 
  ※（７）安全衛生意識向上教育の取組（新規） 
  ※（８）木建工事における死亡災害防止の取組（新規） 
        「木建危険ゼロ運動のぼり」等の掲揚、木建パトロールなどの強化。 
   （９）転倒災害防止の推進（「STOP！転倒災害プロジェクト」の継続） 
   （10）交通労働災害の防止（春・秋の交通安全運動等に呼応した取組） 
   （11）建設業無災害表彰の活用促進 
   （12）周知広報（ゼロ災運動ポスター、「ゼロ災協議会だより」の発行）   

 平成28年建設業の死傷災害（2月末）が増加傾向 
 平成28年の建設業（２月末）の死傷件数は、57人と昨年同期に比較し、35.7％（＋１５人）の

増加となっています。昨年までの減少傾向が一転して増加を示しています。これから、年度始めとなりますが、
新規入場者への安全衛生教育の徹底、死亡災害に直結する重機、クレーン災害などの三大災害防止対
策を中心とした取組の徹底をお願いいたします。 
 また、建設業の死亡災害は、3月に道路で測量中の作業者がダンプトラックに轢かれ死亡する災害が発生
したため、3件（3/31現在）となり、昨年1年間の死亡件数の4件に迫る極めて深刻な状況となっています。 

（3月の死亡災害については、裏面を参考としてください。）  
 これらの状況を受けて、今後、建設業関係団体に対し、緊急要請を行う予定としております。              

  
☆「建設現場緊急点検表」の提出について（結果報告） 
 ゼロ災運動の取組として、2月末まで、緊急点検表の提出をお願いしておりましたが、３月３１日現在
で､1,103枚の緊急点検表の提出がありました、多くの現場から御協力をいただき感謝申し上げます。 
 新年度も、無災害を目指し、引き続きゼロ災運動の推進に御協力をお願いいたします。 



みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進協議会 

（事務局 宮城労働局労働基準部健康安全課）  

  

（災害防止は、日常の危険予知から！） 

H28年建設業（3月）死亡災害事例 
 
 
 

（参考）建設業死傷者の経験別・発生状況 
（H22年～H2７年速報値）   宮城労働局 
 

 被災者の経験別による発生状況は、平成27
年（速報値）は、3年未満が約32％ を占
め、中でも経験が1年以上3年未満の占める割
合は、東日本大震災以降、年々増加し続けて
います。 
 経験が1年未満の占める割合が減少し、逆に
経験が1年以上3年未満の占める割合が高く
なってきています。 
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